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7 月 12 日(日)に第 8 回ビジネスコミュニケーション
検定が実施されました。3 年生の総合ビジネス科・情
報処理科の 29 名が受験しました。この検定は商業科
（総合ビジネス科・情報処理科）の課題研究の取組と
して選択者が受験しています。面接試験・筆記試験に
挑みました。進路希望はそれぞれ多様ですが、面接経
験は必ず役立つときが来ます。期末考査発表中で、月
曜からテストが始まりテスト勉強も大変ですが、生徒
は緊張感を持って真剣な表情で受験していました。

7月 21日(火)3年生に対して就職模試・事前指導、小論文
講座（短大･大学･医療看護）が行われました。
生徒はそれぞれ進路希望に合わせて講座を受講します。
今回の企画は夏期休業中に行う予定でした。しかし、ご存

7月 17日(金) 1学期末考査の最終日に職員研修とし じのように新型コロナウイルス感染症のため臨時休業とな
て、「アドレナリン自己注射及び AED 心肺蘇生法実 り、夏休みが短縮されたことで授業と並行して実施しまし
技講習会」が行われました。講師先生にに伊都消防組 た。
合消防本部から救急救命士の方に来ていただきまし 就職対策では面接試験について自己ＰＲの作成方法や志望
た。 動機の作り方を初歩から丁寧に指導していただきました。
アドレナリン自己注射とは、食物アレルギーで起こる 最近の入試では小論文が多く課されるようになり、その対
症状の中で最も重症なものでアナフィラキシーといわ 策が大切になっています。小論文の書き方について、初歩
れる状態になったときの対処法です。本校にもアレル から完成まで欲張った内容を、午前は短大、四年制大学志
ギーを持った生徒は在籍しています。AED（自動体 望者に、午後からは主に看護医療系進学希望者に指導して
外式除細動器）とは、心臓がけいれんし血液を流すポ いただきました。進路実現のため生徒は真剣なまなざしで
ンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対 聞き入っていました。
して、電気ショックを与え、正常なリズムに戻すため
の医療機器です。本校にも 3 台設置しています。い
ざというときにあわてず対応できるように毎年職員研
修を行っています。

7 月 31 日(金)橋本中央中学校の学校説明会に出席しまし
た。中学三年生の進路選択の参考にしてもらうため毎年実
施されています。主に紀の川流域の高等学校が出席して学
校の魅力や特色を中学 3 年生に説明します。今年は商業
科 3年生 3名が出席し、笠田高校の魅力を説明しました。
出席者は生徒・保護者の約 100 名です。他の高校はすべ
て高校側の先生が説明しましたが、笠田高校は生徒 3 名
でパワーポイントを駆使し頑張りました。緊張したとは思
いますが、力を合わせて頑張りました。

【頑張って説明した本校生徒の感想を紹介します】

3 年生を対象にして学校枠指定校推薦説明会が実施さ 出身中学校の進路説明会に行くことが決まり、スライドシ
れました。出席者予定者は 76 名です。通常、視聴覚 ョーに沿って説明することになりました。当日までにスラ
教室で十分着席できる人数です。しかし、新型コロナ イドと説明のスピードを調節し、みんなで意見を出し合い
ウイルス感染症対策として、密を避けるため会場を 2 準備万端です。他の学校は先生方が説明されている中で、
会場に設定し、Zoom を利用した同時中継で説明会を 笠田高校だけが生徒の説明という不安はありました。しか
行いました。機器の設定は大変でしたが、今後もこの し会場には私が中学生の時の担任の先生もいらっしゃり、
ような対応が必要になることがまだまだありそうで 不安もなくなり、自分な
す。 りに最大限の力を出し切

れました。一緒に発表し
た仲間とも今回の発表準
備を通して更に仲を深め
ることができました。大
勢の前で発表することは
貴重な体験でした。出席
した中学生が笠田高校に
少しでも興味を持ってく
れたらうれしいです。


